
第七十三號（第七巻）昭和二年四月細

則光星登見のあご

山塞一　溝

　西暦1596年八月十三日の夜，ドィヅ國，東フリー一・xランドのダヰド・フ

ァブリシクス（David　Fabricius）が，はるか南方0）車室の，くむら星座の

「頸」（くび）のあkりに，卒生見慣れない三等級の一星を見t．しかるに，

此の星は，其の後，次弟に光りが蓑へて，燧に，其の年の十月には，眼で

見えなくなって了つk．それから七年して，西暦1603年に，かのヨハン・バ

イエルσOhanp：Bayeのが有名な蛎星圖を作った時に，此の星Vま・（オミク

ロン）Eいふ符號の四等星εして載せられた．次いで，1638年から1639

年の頃，オランダ國フラオカー大仁適時ホルブルダ（J．F．　Holwarda）は熱

心に此の星の光輝の廃熱を観察し，其れによって，1638年十二月には三等

星であっナこのに，翌年の八月には全く見えす，其の十一月七日に至って元

の位置に蘇れを登目し，かくして．光の週期脇田を知り．騰れが實に例の

継珍らしい謎の星であるこεを知つナこ．ダンチヒ布のへこりウスは燧に

之れにミラ（Mira）師ち「不、思議の星」ミいふ名を與へずこ．そして，1667年に

は，　ブ1ヨー（Boulliaud）が此の星の週期を334日ε知つft．

　そもそも，古代ギリシャの大昔しから，永い天文の歴史に，「恒星」ε呼

ばれる多くの天艦は，すべて，「天球上の其の位置ε光輝εが永久不憂のも
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の」ε固く信じられてみた．之れに引して，位置や光輝を愛する星は皆「遊

星」εして薩別せられ，從って，遊星ミ恒星εには，あらゆる黒占に於いて

越ゆべからざる大きな差翼があるε思はれてるたのである・故に，こ・に

プアブリシウスによって獲見されナこ此のくじら座の一星が，其の位置は他

の一般の恒星ミ同じく不予のまXであるにしても，其の光りが，或は現は

れ，或ひは漕え，かうして誰の眼にも疑ひの餓地が無いほsJ“著しい攣化を

見せるこεは，大宇宙の原則を裏切る大きな謎こして，野々を驚かしkの

も無理からぬこεである．一尤も，飼うした事情ミ，多少似寄りの現象が

天には，一つ二つ，例が無いでも無い．例へば，紀元前134年の夏にはヒ

パーコスがさそ夢の星座に突然ミ撚え上がった星が一つ傅へられ，叉，近

くは，正572年の十一月にカシ慮ペア星座の一角を賑はした謎の星があった．

此等の星は，何の豫報も無くて天上の此所彼所に突然ε現はれ，又，突然

ミ浦え去るものであって，誰言ふεなく粘れを「ノブ」Nova帥ち「新星」

ε呼ぶのであるが，此の新星は，其の例が少ないのミ，其の現象が如何に

も突護的であるため，言は“，之れが恒星であるか，叉は遊星であるかの

別も分らす，更に，吾平からの距離の遠近なさも全く知るこミの出罪ない

ため，そもそも此れを「星」こして，他の多くの星ミ伍せしめて争いか否か，

断定に苦しむやうにも思はれずこ．かうして，後には可なり「新星」の素性が

制明して來たにも拘らす，最近年に至るまでは，少なくεも，形式上，此

れを・一一一“般の攣光星から門別するこミが，下界の習慣ミなってゐナこ．一だか

ら，今より二三百年も前の時代に，ミラ星の出現を見て，以れを全く新種

の天鰹であるε驚いtのは，あながち，無理でも無かつナこご言へる．

　ミラ星の後，暫く，之れが天界の唯一の憂光星であっナこが，1667年に至

って，1タリア國のモンタナーリ（G．Montanari）は，昔しからアルゴルε

呼ばれるかのペル炉座のべ星が時々其の光りを憂へるこミを知った．此の

星は，エ782年間至って，神戸のグドリク（1．Goodricke）の熱心な観測によ

り，2日20時澗48分εいふ可なり短かい週期の蝕憂光星であるひ三が知れ

た．

　次いで，又，モンタナーリは1670年に，うみへび座の「胸」に近い一星か

籔百Hの週期を取って生滅するこεを知り，1704年マラルヂ（Maraldi）も之
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れを確め＃・後・引き解いて・キルヒ（G・Kirch）ははくてう座の星も亦ミ

ラ式の憂光星であるこξを認めた・

　其の後暫くは新しい滑息も無かったが，第十八世紀の末に至って，俄

かに攣光星の護見が卜して來た・郎ち，其の世紀末までに三見されナこもの

を此所に列記するS．

1780年に

1782年

1794年

同

期

1785年

1195年

しts座R星の攣光7te

恥ん融リ座R星

潅で座R星

とと座べ星

セフ工座デ星．

わし座工一星

Aルクレス座ア昆

コホ（K：。ch）が農見し，

tZn　コm　ト　（Pigott）

同

グドi）ク（工Goodricke）

同

ビ　h“　ト　（Pigott）

W．・・一シェル（W，Herscheエ）

故に第十八世紀の末年には合計十一個の憂光星が知られてみたこ書xなる．

此所に二けた星々は，攣光星こしての，最初のものであるから，今日まで，

前後百鯨年にもわナこって，多くの人々が観測を行なひ，三って，其の光度

曲線の性質も，最も明瞭に判明し，多方面からの研究も徹底し，叉，それ

ぞれ，後年に獲見されk幾多の同類星の代表者ε目せられるものである・

だから，此等の星は，いろいろな意味に於いて，最も有名な攣光星であっ

て，吾入は是非εも，此等を好く知らねばならぬ．

　上記の外，爾ほ下の星々も可なり早い時代から其の三光が疑がはれナこ記

録がある．自口ち

1600年

1667年

1676年

1782年

1786年

同

はζてう座34番星

Ls座プシ星

融謹みかんむ単座力星

セフ工座ム星

お徳ζま座工一星

同　　　　ア星

ヤンソン嚢見　（但し之れば後にP星書
　　して，三星の晩期εしての一攣光
　　星S認められてみろ・）
モンタナーり穣i見

ハソイ獲見

、Vハーシェル獲1見

ラランドi隻見

同

　第十九世紀になってからは，」．・・一シェル（J，Hersche1），・・一ヂング（K．

－L・Hardin9），ハィンド（1．　Hind）等の努力によって，怪々多くの新暦光星

が護見されナこ．今試みに，第十九世紀の中頃から二十世紀に至るまで，學

者達の手によって作製襲表された攣光星一覧表の，圭なものε，其の申に

含まれる憂光星の総藪εを劇♪るε第一表の通りである．
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第　　一　　表

年　代

1344年

1854

1864

1865

］8S4

1888

188S

1889

1893

18e－6

1903

1907

未獲表

一萱表の作者 隊星嘲 丈　　書　　の　　名

アルグランダー

ポグソン

チヤムバース

シ「エンフエルド

ゴア

E、C．ピケ1）ング

ゴァ（改正）

チャンドラー
　　　（第一回）
同　　（第ご回）

同　　（第三回目

ハーザード攣光
呈目録（第一回目

同　　（第二回）

同　　（第三回）

　18個

日53
123

113

190

？，25

2生3

225

260

393

1227

3748

4641

シウマ～レのベルリン天睡暦第214頁

ラドク、〕フヲξ文墓i季艮告第15巻第2“1頁

ナハリヒテン第63巻第11？頁

ナハリヒテン二日64巻第361頁

アイアランド學士院報告（1984年七月）

ハーヅード年報第18巻第8號

AJ．誌第8巷第81頁

同　　第k3巻第89頁
同　　第16巻第145頁｛同町（騨3號）敵正

｛茎≡葦≡葦蓮難難量i馨暴呈呈忌隻～、9。5）｝呈改

ノ・一ゾード年報第55巷

第十九世紀の末から，米國ハーブー・一一ド転院天文弱では，毫長ピヶリング（E，

C．PickeriD9）の考案によって，全天の爲眞観測を働み，其の結果，非常に

彩しい新鮮光星を毒見するこEXなつft．此等の，ノ・一Ptド天文毫での

新獲見星には皆済V．ミいふ文字を冠しナこ数字で呼ぶこミxしてみる．例．

へば

　　HV　3626……………オiJ　tン座BR星

　　HV　3638……………みつかめ座UV星

　　HV　3651・・………・…b　　て座BE星

　　HV　3658………・…・・いっかζじう座TX星

　　HV　3666……………う　　を座RU星

　　HV　3680…・……・・…獣　きを座SY星

ノ・一ゾード愛光星ミしての最初は

　　HV1　即ち　XlJ　Xシ座T星で1863年に瀞ンド（G．P．　Bond）が獲見し云もの

　　HV2同　りうとつ座U星1881年ピケljング（E・C・？iclcering）

最近，此のノ、一ヴード攣光星の数は溶々増加して，ハーゾードのブレテン

第843號（去る1927年2月1日長行）に獲表されナこものxSしては

　　HV　3994（赤経18b　11m12s　赤緯一23。IO．’3、分黙　1900・0）

にまで達してみる．

憂光星の中で，Eラ星や，アルゴル星の如き，翫に立派な固有名を與へ
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，一　られてるるもの・それに又・はくてう座ヒ星や，こと座べ星，セフェ座デ

　三等の如く，普通のパィエル式0）ギリシャ符號が與へられてるるものは，

　其のまsで宜いが・かうしfe名の無い憂光星には・REか・Sεか・Tε

　か，可なり特別な名が與へられるこミになってみる．之れは第十九世紀の
　　　　　　　　　　おほなてもの
　中頃，憂光星學界の大立者であっtcアルゲランダー（E　Argelander）の嚢明

　した命名法であって，即ち，各々の星座について，

　　　最初に獲見され力攣光星な　　　　R

　　　第二番の憂光星な　　　　　　　　s

　　　第三番　　　　　　　　　　　　T

　　　第四番　　　　　　　　　　　　u

以下同様にして

　　　第九番目に獲見され力攣光星か　　Z

其の次は

　　　第十番日を　　　　　　　　　　　　RR

　　　第十一一・一番目を　　　　　　　　　　RS

　　　第十八番目な　　　　　　　　　RZ

其の後は

　　第十九番目の　　　SS　カ“ら　　第二十六番目の

　　第二十七番目の　TT　から　第三十三番目の

　　第6十二番が　YY　　　　第五十三：番目が

　　第五十四番が　ZZ

それから

しビ

し宅

ミする，

tし

SZに至うまで

TZに至るまで

YZ，

　　　第五十五番目奄AA…………第七十九ts75？　AZ

　　　第八十番目た　BB

Eいふ風に進み，結局

　　第三百三十四番奄　QZ

εする約束になってみる．（但し，JはIS混雑し易い文字であるから用

みないので，常にAからZまで二十五文字だけが用ゐられる．）

　此のアルグランダ・“の命名法は，始め，アルグランダーがバイエル式の

命名法に習って考へ付いたものである．當時知られてみた通り，バイエル

式では各星座の星一つ一一っに，先づ
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　　　Ct（ア），β（べ），　Y（ガ），δ（デ）…・・…・……

ミいふ風に24個のギリシャ文字が付けられ，此のギリシャ文字が叩きる

ミ，

　　　A，　b，　c，　d，・・一・”．・…

εいふ風にPt・一マ字が用ゐられた．（aはαε紛らひ易いから，　Aが用ゐ

られた．）Sころが，實際．バイエルが使用した文字は，V一マ字のQで

終ってみたがナこめに，アルゲランダーは，憂光星のテこめにRから始めて，

各々のV一マ字を與へるこεにしナこのである．勿論，アルゲランダー自ら

も，他の三々も，攣光星の総藪が，今吾人の知ってみる程多撒に嚢見され

るεは豫期してみなかつナこ．故に，各々の星座について，RからZまで

の九つの名が準備してあれば充分であるミ八つtcのだらうし，其の後，　RR，・

RS，　RT………εいふ文字の使ひ方を考へ，結局，各星座について334

個の攣光星の名を準備するこεになったから，今は未だ差支へが無いので

ある．しかし，近年，新憂光星の護見が万々多くなり，年々，撒百個のも

のが認められる有様であるから，違からざるうちに，計る星座には334個

以上の攣光星が認められるこSになる二Eもあらう．

　アルゲランダーの命名法が姑息であるこミをきらひ，改良を企てナニ入か

幾入かある．其の中で，磁気の経度局（Bureau　des　LOngitudes）では，

　　アルゲランB“　F一式の　RRRSRT＿＿SSSTSU……TTTUTV＿＿の代りに

　改め一て　　　　　　　　　R2　S2　T2＿＿R3　S3　T3……Z3　R4　S4．＿＿．．

三いふ風を嚢明し，」又，アンドレ（Andr6），ナィランド（A．A．　Nijland）

の諸氏は，むしろ

　R　S　T　U＿＿＿RR　RS　RT，．，．＿．．　．Trr　TU＿＿＿AA　AR．＿．の代りに

　Vl　V2　V3　V4　VZO　VI－1　VY．］．．．．．．．．．VL）7　V28　．．．．．．　V55　V56，．．．．，．．．

εいふ記號法を嚢明した．何れにしても，憂光星を無限に命名するこεか

出來る方法であって，將來，憂光星學の嚢達のナこめに便利である．撒年前，

國際天文同盟の総會が伊國uマで開かれた席上，此の，憂光星座命名の問

題について討論の後，逡に

　　攣光星［ち始め334個（帥ち．QZ）まではアルゲラとダー法チ用ゐ，其の後ばア

　　ンB’レ法奄用ふろこ定，

が決議されナこ．故に，Qzの次ぎには，　v335，　v336，　v337………が用ゐ
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られる筈である・

　第十九世紀の中頃には，新しい愛光星を，順に，R，　S，　T…・…・・葛ア

ルゲランダーが命名しナこのである：ニミは，前記の通りであるが，其の後は，

アルゲランダーの後門者ミして，ドイツに本部を置くAstronomische　Ge－

sellschaft（略してA．　G．協會）では，愛光星委員なるものを任命し，此の

委員會の名で，時々新攣光星の名が公式に嚢表されるこξになつナこ．此の

登表は1901年十二月にナ・・リヒテン（Astronomische　Nachrichten）誌に於

いてなされナこが，それ以來，常に此のナノ・リヒテン誌が利用される．殊に，

IgO1年の此の第一一回両頭の時1こは，當時知られてみた絡ての攣光星587個

を纏めて嚢表したため，其の後，侮年のナノ・リヒテン誌さへ見れば，今，

　　　　　　　　　　　　第　　　島　　　表

回馴…　）J・テ・誌

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
－
5
5
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
】
1
1
1
2
0
4
2
2

第3752湯勇（第157巻第8號第134頁）

　380R．　（　159

1　3914　（　164

i　39S4　（　16s
1　406’．　（N　iT，o

li　4i27　（　172

　4212　（　176

　42rts　（　179

　4：・364　（　S82

　4457　（　］86

1　4540　（　190

　4579　　（　　19ユ
」
1　4669　（　195

　47e：）7　（　IS）9

　4831　（　202

　4973　（　E2－Os
l　s，g，　e　2・i2

屠鑑1；諄

　5331　（　223

1　5360　（　224

　5435　（　227

　5468　（　O．28

6
2
4
5
3
2
6
0
7
4
9
3
5
7
5
9
7
8
3
8
1
G

1
　

2
　

2
1
　
2
1
　1
1
　
　
　
　
1
　1
　
　

1
2

年 着雪傘踊三

見
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

9
1
7
9
1
1
5
1
3
7
1
1
5
5
7
3
5
9
1
9
1
3

5
3
6
6
6
8
8
2
7
5
4
4
6
0
5
5
8
6
4
2
6
5

2
3
3
1
3
2
3
2
1
3
1
3
1
1
3

1901年i一こ二月

1902年　八月

1903年十＿L月

1904年一i一幽二月

1905年十二月1

1906年　十月E
　　　　　　I
鎗07年十～月

工908年　十月i

1909年　　一1→月

1910年十一・月

1911年十二月

1912年ソく月i

玲13年　七月1
　　　　　　：1914年　九月

1916年置　二、月：

】9】9年　一月

撰歌trl　i

1922年十二月

1924年十一月

1925年　　月

1926年　四月

1926年＋月｛

2
4
5
8
9
2
5
3
2
6
8
1
3
5
0
2
7
2
7
3
8
3
1

9
2
3
5
3
3
7
5
、
6
2
4
4
1
9
3
7
0
9
8
0
3
7
“

1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
　
　
1
　
　

2
2
1

7
1
6
4
3
5
0
3
5
1
9
0
3
8
8
　
7
9
6
9
7
0
1

8
1
4
C
4
7
5
0
6
9
3
8
9
8
1
9
9
8
7
7
1
9
5

5
6
6
7
7
7
8
9
9
0
2
3
4
6
7
丁
8
9
0
2
5
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
工
1
1
1
1
1
1
1
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2
2
2
2
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公認されてるる絡ての攣光星を知るこεが出曇るわけである．

　今，前頁の第二表に，A．　G．場合の攣光星委員會によって獲表されナこ新

攣光星の表の一覧を記す．

憂光星委員εして，此の一覧に署名してみる入々は

　第1画から第3岡まで

　第4回から第掻図まで

　第15回lit

　第16回に

　第17回に

　第B画亡第19回ぱ

　第go回t第21図ば

　第22回ミ第23回ば

ミなってみる，

1デコ・ネ（Dun6r、，ノx　・1トヰヒ（Hartwig），

1ミュラー（MUILr’，ウドマンス（Oudemans）

デユネ，　　　ハル1・ヰヒ，

ノ、｝レ1・ヰヒ，

ミSフ戸

ミエフー

ハハル1ヰヒ，ケンプ（Kempf），ミユラー

ハ1レトヰヒ．

ノ・｝レ1・ヰヒ蜀リ，

・・イセ〈Heise）

クゆ一トニク，　プラーゲフレ

　　デュネ，ハルト井ヒ，

ミ」フー

？7“・．一トニ〃（Guthnick），プラー一一ゲPレ（Prager），

　　　　　　　ウドマンス，　　　　　　　　　　シユラー等の名が漸次

漕えて行ったのは，此等の入々の死によるのである．

　現今．各々の星座に於いて，幾つの愛光星が知られてみるかεいふに，

先づ下に，攣光星委員會の最近の報告に満ついて，アルゲランダー流の如

何なる名までが與へられてるるかを表示する．

　倫ほ，A．　G．特等の攣光星委員會は，侮年，其の會の獲行ずる四季報

（Vierteljahrsschrift）の第四號に「攣光星の目録ε豫報」（Katalog　und　Ephem

eriden　verLinderlicher　Sterne）xE題して，公認せられてるる悉くの攣光星

の，位置ε，光度範回ミ，週期，其の他の事項を嚢表してみたが，1924年

には，永く同委員の一人であっナこノ・ルト井ヒ教授が死んで，事務は一・且ポ

ツダム（Potsdam）天文毫に移され，最近1925年には此のポヅダムのミユラ

1老軟授も死んだ．そこで愛光星事務は再び移って，（ごルリン大學天文豪

のグトニク氏に渡されナこ．

　εころか，昨1926年八月17日デンマルク國コペン・・1ゲン市で開かれた

A，G．協會の第27乳糖會に於いて，此の憂光星の「目録及び豫報」は，近年

余り頁数が与して四季報出版部の員澹が重くなつttめ，改めて之れは今

後「ベルリン大學天文墓の小出版物」（Kleinere　Ver6ffentlichungen）こ言ふ名

で年一回つつ獲行されるこミになり，最近，自分は著者プラ1ゲル氏から

其の第一声（1927年度）を贈られた．一物蹴れを見るに，其の第一一一一表には

各星座毎に四丁の愛光星目録を作り，第二表には週期80日以下の短週期星
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の要素を墨ぴ，第三表にはアルゴル型，第四表にはこと座べ星型の要素，

第五表には攣光星全部を赤経の順に並べ，其のAは北天（南赤緯23D以北），

Bは南天（同以南）の星を含むこミになってみる，

前に記しナこ通り，アルゲランダー流の名でなしに，バaエル式か，5ζは特

別な名の攣光星が若干ある．其れは下の通りであって，此等を皆加へたナこ

めに，各星座の中に認められてある憂光星の撒は，上記第三表に掲げた通

りEなってる，

　攣光星は，名の外に，尚ほ種々の符號が與へられる．前に記した「ハーゾ

ード番號」は帥ち其の一一一Titであって，即ち，ノ・一ヴード學院で獲冷した攣

光星の順番を表はすものである．この外，又，ノ、一ゾード學院のピケリン

グ教授は，一一Ptの「符號」を撃ての愛光星に與へるこミを考案しナこ．それは，

星の赤経や赤緯の藪値を利用するのであって，例へば，はくてう座ヒ星は

　赤経dgh　46．m「　赤緯＝＋32。40’　であるから，　符號た194632，

叉，アルゴル星は

　赤樫＝3h1・m7　　赤緯＝十40。34t　故に　　　　　止血itO30140・

反，南士魂にあるミラ星は

　赤経離2h　14．m3　　赤緯罵一3。26　　故に　　　　　血餅［工021403

S・1タリク式の書き方にする．若し，同じ赤経赤緯の，互ひに相接近した

二つ叉は三つの憂光星があれば，それを国別するために，嚢見順にa，b，c…

……�tけ加へるこミεする．例へば，

オIJオン座U星1∬885年に獲見ぜられ・赤経＝5114gm53s赤緯・・　十20。9’符號054920a・

オリオン座UW星1904年　　　　　　　　　＝54956　　　＝十209　054920b．

但し，此の母川ブード式の符號法の基本εする赤経赤緯：は，皆，1900年初

の春分黒占によるものミ定められてある．

　次ぎに，「ナハリヒテン符號」εいふものがある．之れは，ナハリヒテン

の編輯局に於て，侮年，新して攣光星の獲見の通知を受ける順に從って，

番號を即し，其の年次の頭に付けて嚢表するのであって，之れは，其の憂

光星が，委員によってアルゲランダー流の名が與へられうまでの暫定符號

である．例へば

　ふ海ご座YZ星ば　　1925年度の第7；番目の新攣光星であろから　　7・1925

れうけん座RY星　1926年度　第36番目　　　　　　　　　　36・1926

ミいふ類である．
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第　三　表　　各星座にある現在の憂光星

星座略字 「邦 課

岨
二
面
廻
附
蝕
踊
離
勢
跳
卿
伽
伽
伽
卿
G
α
働
加
州
価
伽
㎝
㎞
融
㎝
㎝
伽
“
㎝
触
囲
伽
伽
恥
器
留
恥
恥
恥
即
同

1

アンドロメ

ポンプ

ふうてう

わし

みつかめ

さいだん

顎つし

ぎよし寒

まき患

てうec＜＜“

盛りん

や響

りう篭つ

カシオベア

センタウル

セフエ

くじら

カメレオン

コムパ又

お1まいぬ

といぬ

簸に

はと

か融のけ

み激増跳んむり
かんむ＆」

コツブ

じうじか

からす

れうけん

はζてう

いるか

かち難

りよう

毬うま

工IJダン
ろ

ふ；転ご

つる

ヘルクレス
とけい

う融へび

みつへび

インドじん

脚靴攣働数
撮
W
瓢
盟
詫
T
影
山
沿
驚
ヨ
u
Z
W
瓢
欝
γ
㎝
S
毘
斐
川
嘉
U
￥
船
、
終
［
M

0
0
1
5
0
1
2
2
0
0
0
0
2
4
0
3
1
0
1
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
4
0
」
壬
0
0
1
0

十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
⊥
T
十
・
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
一
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

3
0
6
4
7
6
1
0
4
3
1
8
1
4
0
1
1
4
4
9
6
1
0
6
8
8
3
0
2
0
6
2
り
7
6
1
4
3
7
0
0
7
0
2

5
1
　
5
4
3
1
6
3
　
2
1
8
5
8
4
1
　
　
　
　
9
1
1
3
1
　
2
　
2
2
1
1
4
　
2
　
5
　
7
1
‘
．
を
　
1

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥

i
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星座略字 瞳憂幕

間
㎞
坤
肋
㎜
坤
坤
㎏
㎞
翫
血
㎞
漸
㎝
舳
㎝
恥
㎏
恥
胸
焼
賠
蝕
珈
硬
磁
団
肋
無
四
脚
珊
珊
糠
群
群
皿
肋
髄
㎜
田
畑
職
細

邦 謬〕

とかけ

しs
うさぎ

てんびん

としs
お猿かみ
磯…糞ね嬬

とと

乞民ら鯨蜜

けんびけう

いっかζじう

はへ

でうぎ

は略ぶ～しぎ

へびつ療ひ

オリオン

《じ簿《

ペガス

ペルセ

ほうわう

ゑかけ

み臨みうiを

うを

とも

らしんばん

レ夢クル

てうとζしつ

＄そり

凄て

へび

セキスタント

いて

うし

と工めが船

二二みさんかく

ざんかζ

トウカン

おほく蕊

巴ζま

ほ

おとあ

とびうi画

きつね

一
　
「
　
一

　
　
一
　
　
一

　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
」
一
「
一
r

　
　
　
　
　
　
－
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
一

認
V
野
膿
概
V
Z
即
罫
即
急
野
冊
W
謡
V
S
磁
器
W
U
讐
聡
懐
冨
X
κ
W
W
朝

1
0
0
1
0
0
0
2
0
0
1
0
2
0
5
2
1
0
3
0
0
0
1
2
0
0
0
2
0
1
0
2
7
1
0
0
0
0
0
1
2
1
0
1

十
十
十
十
十
十
下
下
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

〇
4
5
0
7
3
0
8
δ
9
1
5
8
0
1
3
1
1
0
0
0
6
6
3
5
2
3
6
5
0
4
9
3
6
2
4
0
2
6
7
7
1
6
4

3
り
「
　
3
　
2
1
、
＆
　
　
4
2
エ
2
8
0
2
7
6
1
j
　
1
2
　
　
1
9
9
4
　
1
7
4
3
1
1
3
2
　

5
4
　

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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第　四　表　　アッゲラン・ダ1符號た有ぜざる攣光星

憂 光 星 i 備 考

ふうてう座………・・…・テ言

わし座………………・・エー雷

同…・……・・…・…・・……第一新星

同…・……………・・…・第二新星

同………………………第三新星

同………………………第四新星

さいだん座……………新星

撚つじ座………………第一新星

同・・…・………・…・…・…第二新星

ぎょしや座…・・・・・・……べ星

同…・・……・…・…・…・…＝プ星

かに座…・・…・…………新星

りう～：：つ座……………エー雷

同…・・………・・…・・……／ge．

カシオペア座…………ア雷

同…一・…一…………デ雷

同…・……・一…………口星

同………・………・・……B星

セフ田川………………デ星

同………………・・…・…ム雷

同………………………新星

くじら座………・……・オミ星

コンパス座……………新星

はζてう座・…・・・……・・ヒ星

同…・………・・…………P繰

出………………………Q星
同……………・…・・……第三新星

ふ海ご座………………セ雷

同……・…………・・……エー星

同……………・…・・……第一新星

同…・……・……・………第二新星

ヘルウレス座…………ア同

勢・………………・・……オミ雷

同……………・…・・……9星

同………・・……・………u星

みつへび座……………エー星

とかけ座・・…・…………新星

1899年
1905年
1918年
J9ユ9年
1910年
1854年
1905年

1920年

（157－2年）新星

1917年
「ミ　ラ」星

1907年

第一新星（1600年）

第二新星（1876年）

　　1920年

190：S年

1912年

1910年
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第 四 表　　（績）

攣 光 星 備 考

てんびん座……………デ星

とと座…一…・一……べ星

同……………・…・・……新星

いっかくじう座………新星

でうぎ座…・…・。・……・・第一一・新、星

型……………・…・……・第二新星

へびつかび座…………第一薪星

同…………・……・・……第二新星

同…………・……・…・…第…三i新星

同……………・…・・……第四新星

同……………・…・・……第五新星

オリオン座……………ア一

同…・……………・……・薪好

くじやく座……………力星

ペルセ座……………・・べ口

争…………・……・・……ロ星

同……・…………・・……第二三星

うを座………・・………・新星

とも座…・・…・…………第二L星

同………………………新星

卿座・…・・…………・・…・第一新星

同……………・…・…・…第ご新星

いて座……一……・一第一新星

同・…………・・…………第二i新星

同……………・…・・……第三薪割

同………………・・…・…第四新星

同……………・・…・……窮b新星

同………………・・…・…第六新星

同………………………第七新星

さそり座………………第二薪星

同…・・…・………・・…・…第三新星

へび座…………………d唱

うし座・・………・………ラ、星

とう獣座………………ア星

ほ座……………………N星

同・……・・……・…・・……新星

おとめ座………………新星

窪つね座…………・…・・新星

1919年
1918年
1S9・9年

1920年
1604年
1848年
1905年（RS、星）

1919年
1920年

1916年

「アル＝“JV」星

　
蜀

　
鐸

年
劉
年

。－

ﾝ
・
態α

k
1

エ921年
1783年
19エ3年
1898年
1910年
191‘，年

1911年
1919年
1920年
1920年
1906年
1922年
（第一新星itT星）

1905年
192　年
1670年（11番星’
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　　アンド．nメダ大星曇の中央部　　（G・W・Ritchy氏撮影）


